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    白けた雰囲気に閉口していた私は、それを見ながらつい「今
日はわりに暖かいですね」と言ってしまった。とたんに一喝。
 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 『太宰治集 新潮日本文学 
35』（新潮社、一九六九年三月）巻末年譜参
照。
 
四八
 田中英光「太宰治さんのこと」（『文芸大学 四』、特集「わが青春の一断面」、
一九四八年）
 
四九
 津島美知子『回想の太宰治』（人文書院、一九七八年五月、二十八頁～二
十九頁）
 
五〇
 戸石泰一「青春」（『太宰治研究 Ⅱその回想』、筑摩書房、一九七八年六
月）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五一
 『太宰治全集
 第十一巻』（筑摩書房、一九九九年三月）参照。
 
五二
 太宰治「困惑の弁」（『懸賞界』第六巻第二号、一九四〇年一月）
 
五三
 太宰治「心の王者」（『三田新聞』第四八二号第五面、一九四〇年一月）
 
五四
 太宰治「諸君の位置」（『月刊文化学院』第二巻第二号、一九四〇年三月）
 
五五
 山内祥史「『東京八景』の成立」（神戸女学院大学『論集 第二十四号』、一
九七七年十二月、十五頁）
 
五六
 野本秀雄「こわかった言葉」（『
C
U
L
T
R
E 』九月号、朝日カルチャーセンタ
ー、一九九四年九月）
 
五七
 米田幸代「太宰治「乞食学生」論―〈中期〉の決意と喜劇的手法と―」（『同
志社国文学 第五十一号』、二〇〇〇年一月、三十四頁）
 
五八
 太宰治「このごろ」（一九四〇年一月三十日付『国民新聞』第一七三〇九号
～一九四〇年二月一日付『国民新聞』第一七三一一号）
 
五九
 太宰治「かすかな声」（『帝国大学新聞』第八三三号第七面、一九四〇年十
一月）
 
六〇
 芥川龍之介「文芸的な、余に文芸的な」（『改造』、一九二七年四月～一九
二七八月）
 
六一
 太宰治「如是我聞」（『新潮』第四十五年第三号、一九四八年三月～『新潮』
第四十五年第七号、一九四八年七月）
 
六二
 実方清「如是我聞」（『太宰治辞典』、清水弘文堂、一九七二年六月、六〇
頁）
 
六三
 相馬正一『評伝太宰治 第一部』（筑摩書房、一九八二年五月、四十六頁）
 
六四
 安藤宏『太宰治 弱さを演じるということ』（筑摩書房、二〇〇二年二月、
七十四頁～七十六頁）
 
六五
 相馬正一『評伝太宰治 第一部』（筑摩書房、一九八二年五月、三十八頁）
 
六六
 佐藤輝夫訳『大遺言書』（弘文堂書房、一九四〇年三月、十二頁～十三頁）
 
